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キンギョ第一卵割阻止型雌性発生方法の検討－２

長谷川敦子

色の素赤（すあか）をａ，赤色と白色の更紗（さらさ）

をｓとして表記した。

方法実験は，1993年５月８日から６月１９日まで

の問に，表２に示した条件下で実験１から４まで４回

行った。

第一卵割阻止による雌性発生法は，木本3)に従った。

すなわち，紫外線照射によるリユウキン不活化精子を，

水温20℃下でアカメリュウキン未受精卵に媒精し，

その後40℃，２分間の高温処理を行った。不活化に用

いた紫外線照射量は，6000erg/ｍｍ２，２分間であった。

処理条件は，高温処理開始時間を媒精後30～４８分

まで２分間隔に区分し，最高１０区まで設定した。なお，

希釈精子および紫外線照射精子で受精させたものを，

それぞれ対照区と半数体区とした。

高温処理後は，水温20℃の水槽に収容し，適宜換水

および死卵の除去を行い，正常ふ化率と奇形率を求め

た。正常ふ化魚と奇形魚は，ふ化時点で肉眼によって

判別し，体躯の湾曲や遊泳異常などの認められるもの

を奇形魚とした。鰭の変形は奇形には含めなかった。

ふ化仔魚期以降は，‘恒温室内で止水飼育を行った。

餌料はふ化後２日目からアルテミアやミジンコを与え，

成長に伴い配合飼料を給餌した。

雌性発生の成否判定には赤眼形質4)を利用した。

ニシキゴイ・キンギョなどの観賞魚では，近年染色

体操作の－技法である雌性発生を行いて，親と同じ遺

伝子を持つクローン魚の作出が試みられている'2)。

従来の選抜育種では，多くの世代選抜を繰り返すた

め，優良系統を得るまでに長い年月が必要であった。

また観賞魚では，その外観によって評価が決まるため，

選別淘汰が年に数回以上行われ，この間に淘汰される

尾数は膨大で，選別に関わる作業量も非常に大きいも

のがあった。

バイオテクノロジー技術を応用した，クローン魚の

作出は，こうした従来型育種法の問題点を克服し，短

期間で優良品種を純系化するとともに，淘汰尾数の少

量化や作業量の軽減をもたらすものと期待される。

本実験では，クローン魚作出のための第一段階とし

て，高温処理による第一卵割阻止を行い，ホモ個体の

作出を試みた。また，より高率に雌`性発生魚を得るた

め，媒精後の処理開始時間によって複数の実験区を設

け，第一卵割阻止型雌性発生方法における至適処理条

件の検討を行ったので報告する

材料と方法

供試魚供試魚は，東京都水産試験場水元飼育池で

飼育したもので，雌親魚にはアカメリュウキン２，３

歳魚を，雄親魚にはリュウキン３歳魚を用いた。親魚

の測定データは表１に示した。親魚の個体識別は，ア

ルファベットで記載し，雌を大文字，雄を小文字で示

した。また，リュウキンの体色については，全身が赤

結果

高温処理区の供試卵は，発眼時にはメラノフォアが

認められず，ふ化後ｌ～２日目にかけて仔魚の眼や体
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表２アカメリユウキンにおける第一卵割阻止型雌'性発生結果

処理開始供試卵数ふ化尾数正常ふ化奇形尾数ふ化率正常ふ化率奇形率

時間(分）（粒）（尾）尾数(尾）（尾）（％）（％）（％）
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ｌ～４の各実験において５４～212尾の第一卵割阻止

型雌性発生魚が作出され，このうち実験２，３では，５０

尾以上の正常ふ化仔魚が得られた。正常ふ化率の最高

値は，実験ｌ～３で処理開始時間３６分区（0.25～9.54

％），実験４で同３２分区（0.29％）で記録された。実験

３と４では，同一親魚を用いたにもかかわらず，３６分

区における正常ふ化率は前者で9.54％，後者で0.23％

と差が認められた。

奇形率は，各実験を通して231～100％の範囲に

あった。実験１，４では処理条件に関わらず高い奇形率

を示した。全体的な傾向として，奇形率は３０～32分区

および44～４８分区において高い値を示した。

半数体区では，実験２，４で各１尾の正常魚が得られ

たが，その他の個体では，項部の湾曲や尾部の変形な

どの半数体症候群が観察された。

対照区の正常ふ化率は，実験ｌの３７２％を除いて

80.03～86.89％と高い値を示し，奇形率はすべての実

験において５％以下であった。

の一部に少量のメラノフォアが観察された。その後飼

育日数の経過とともに体色はやや薄い茶色を呈し，槌

色開始後は，赤，オレンジまたは白の体色となった。

また，眼色は親魚と同じ赤目であった。

第一卵割阻止型雌性発生実験の結果を表２に示した。

各処理開始時間区ごとの正常ふ化率を表３および図ｌ

に，奇形率を表４に示した。

表３アカメリュウキンにおける媒精後の

処理開始時間と正常ふ化率'）（％）
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考察

高温処理区の作出魚は眼色や体色においてアカメ

リュウキンの形質を示したことから，これらは雌`性発

生魚と考えられた。

４回の実験を通して各回の正常ふ化率には大きな差

異が認められ，第一卵割阻止型雌性発生魚作出の至適

処理条件は，これまでの報告L2.56)と同様，供試親魚に

より異なるという結果が得られた。すなわち正常ふ化

率は，同一処理条件下における同一品種間交配でも供

試親魚による差異が認められ，さらには実験３と４で

みられたように，同一親魚を用いた場合でも異なる結

果となった。その理由としては，卵質（高．低水温に

対する耐温'性や発生にかかわる活力等）やホモ化によ

る致死'性遺伝子の発現が考えられる。また，正常ふ化

率は媒精後36～４２分の問で高くなる傾向が認められ，

この時間帯に加温処理することで，低率ながらも卵割

阻止型雌'性発生魚の得られることが判明した。

理論上，第一卵割阻止型雌`性発生魚は，全ての遺伝

子座で同祖接合体になるが，母型の相同染色体が異祖

性のため，染色体数が２，ならば2,種類に分離し，き

わめて変異`性に富む集団となる。一方，キンギョ第一

卵割阻止型雌性発生魚では，供試卵が発眼前に大量へ

い死する例や，発眼率は高いがふ化率が低い例などい
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数字の下線は，各実験ごとに奇形率の最低値を意味する。
1）正常ふ化率（％）＝正常ふ化尾数（尾）／供試卵数（粒）
2）奇形率（％）＝奇形尾数（尾）／ふ化尾数（尾）
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文献〈つかの傾向が認められる7)。これらを考えあわせる

と，キンギョ第一卵割阻止型雌'性発生魚では，これま

での通常交配ではみられなかった致死`性遺伝子の発現

やその発現時期の変異性によって，正常ふ化率の大幅

な違いや低ふ化率現象を生じた可能性が示唆される。

一方，半数体区で得られた正常魚が赤目形質を有し

ていたことから，これらはすでに報告されている自然

雌'性発生魚')と考えられる。また，同様の自然雌`性発

生魚が処理区に混入している可能性も否定できない。

従って，本実験の作出魚が，全て第一卵割阻止型雌性

発生魚であるか，また真に全ての遺伝子座でホモ化し

ているかについては，さらに詳細な実験と遺伝学的解

析が必､要である。

今後は，上記処理条件の範囲で大量に卵を処理し，

卵割阻止魚を多数作出することによって，優良品種の

出現率の高まることが期待される。また，あわせてこ

れら卵割阻止魚が持つ形質，特に観賞魚として重要な

鰭や体色といった表現形質についても明らかにしてい
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